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公益財団法人岩手県体育協会

理事長　平藤　淳

　待ちに待った第 77回国民体育大会（いちご一会とち
ぎ国体）が３年ぶりに、第 22回全国障害者スポーツ大
会（いちご一会とちぎ大会）は４年ぶりに栃木県で開
催され、県選手団が日ごろの成果を発揮する場を得ま
した。国体に参加しましたが、地元の観客の声援も会
場に響きわたり、競技の様子と相まってワクワクした大
会が運営されました。感染症の拡大を防ぎながらスポー
ツ大会の楽しさも伝える工夫をなさった主催者の皆さ
まのご労苦に、心から感謝申し上げる次第です。
　県内でも、９月の日本スポーツマスターズ、10月の
クライミングワールドカップ最終戦など大規模イベント
が関係機関・団体のご尽力により開催されました。そ
して、来年の２月には八幡平市で特別国民体育大会冬
季大会スキー競技会が開催予定であり、県内の方々の
スポーツに対する興味、関心は、高まりを見せています。
　とはいえ、イベントの成功には、レベルの高い試合や
地元選手の活躍が欠かせないものですので、競技力の
向上についても岩手のスポーツ界が一丸となって、しっ
かり取り組まなければならないと、決意を新たにしてお
ります。

　さて、第 77回国体では、感染症の影響で思うような
強化事業が行えない中、競技団体の皆さまが工夫を凝
らして競技力の維持に努め、ボート、ボクシングの優
勝をはじめ 20 競技で競技得点を獲得するなど健闘し
ました。その結果、男女総合成績では30位と３年前の
74回茨城国体から順位を一つ伸ばしています。
　しかし、目標としていた「男女総合順位東北１位」
を達成することはできませんでした。東北１位を目指し
て果たすことができなかったのは、茨城国体に次いで
２回目です。反省し、新たな行動を起こさなければなり
ません。

　話は変わります。国体の選手団本部として栃木県に行っ
た際に、テレビコマーシャルでよく見る「岩下の新生姜」
が栃木の製品であることを知りました。「おつまみになっ
た岩下の新生姜」という商品を発見し、ポリポリおいしく
食べていたのですが、調べると、生姜の旬は９・10月。
新生姜のちょうどよい時に来られたなと思っていました。
　ところが、ある日、競技会場からの帰り道に「岩下
の新生姜ミュージアム」を見つけちょっと寄ってみた時
に、大切なことを知ったのです。
　新生姜の「新」は、新米とか新酒とか、今シーズン
の初ものという意味だと信じ込んでいたのですが、そ
れは私の思い込みだったのです。
　日本のものとは品種の違う台湾の生姜を「低塩・低
温漬、冷蔵コンテナ輸送、冷蔵保管」の新しい技術で
商品化したということでした。「今までにない新しいタ
イプの生姜漬」という意味の「新」であることを知った
のです。新生姜の「新」は、毎年繰り返すシーズン初
めの「新」ではなく、全く新しい考え方で作った、つまり、
バージョンアップしたことを表す「新」だったのです。

　新型感染症は、発生以前のことをそのまま繰り返そ
うとする事業に大きな打撃を与えています。これまでの
サイクルをうまく回せないのです。しかし、私たちは、
元のサイクルに戻して、新米に、新酒に、期待するこ
とをし続ける、シーズン型の「新」を求める気持ちを持っ
ていたことは否めません。
　感染症拡大防止を最優先として３シーズンを過ごし
てきた現在、目標を定め、その達成のために新たなシ
ステムをつくる、今のシステムを大胆に改変する…とい
うバージョアンアップ型の「新」が求められています。
　ここが岩手のスポーツの踏ん張りどころ。がんばりま
しょう。
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